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1  総則 

1.1  適用範囲   

 この仕様書は，航空自衛隊において，移動用３次元レーダ装置の移動用軟質レドーム等

を迅速に移動，展開するために使用するトラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付）

（以下，“車両”という。）及び基地防空用地対空誘導弾の弾薬運搬装塡車の車両部として

使用する３ １／２ｔトラック，基地防空用地対空誘導弾（弾薬運搬装塡車用）（以下，

“シャシ”という。）について規定する。 

1.2  用語及び定義 

 この仕様書に用いる用語及び定義は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 1.2，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００

００８の 1.2 及びＣ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 1.2 によるほか，次による。 

1.2.1 

最大積載状態 

 空車状態の車両又はシャシに操縦手１名（80 kg），助手１名（80 kg）及び最大積載質

量 5 000 kg の荷物を均等に積載した状態。 

 なお，この状態での運行は，通常，路上とする。 

1.2.2 

シャシ 

 ＣＰＳ－Ｎ１４０１９に示す基地防空用地対空誘導弾の弾薬運搬装塡車（以下，“弾薬

運搬装塡車”という。）の車両部として使用するシャシ。 

1.2.3   

シャシ質量 

 シャシに燃料，潤滑油及び冷却水などを全量搭載し，携行工具，附属品及び予備部品を

収納した状態の質量。 
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1.3  種類 

種類は，表１による。 

なお，調達する種類は，調達要領指定書により指定する。 

 

表１－種類 

種類 品名 物品番号 

Ⅰ型 トラック３ １／２ｔ６×６ 

 （２ｔクレーン付） 

２３２０－２８３－６６７５－５ 

Ⅱ型 ３ １／２ｔトラック， 

 基地防空用地対空誘導弾 

 （弾薬運搬装塡車用） 

２３２０－４２７－８９８６－５ 

1.4  製品の呼び方 

製品の呼び方は，表１の品名による。 

例 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 

 

1.5  引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書

の一部をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合は，c)を除き，

この仕様書に定める内容が優先する。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｇ ３５２５    ワイヤーロープ 

ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１  計数値検査に対する抜取検査手順－第１部：ロットごと

  の検査に対するＡＱＬ指標型抜取検査方式 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｄ ０００３    ３ １／２ｔトラック 

ＣＰＳ－Ｎ１４０１９   基地防空用地対空誘導弾 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８ 車両等共通仕様書 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７ 調達品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

クレーン等安全規則（昭和４７年労働省令第３４号） 

移動式クレーン構造規格（平成７年労働省告示第１３５号） 

自衛隊の使用する自動車に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓令第１号） 

火薬類の運搬に関する内閣府令（昭和３５年総理府令第６５号） 

消防法（昭和２３年法律第１８６号） 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号） 

環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成１３年環境省告示第１１号） 

2  製品に関する要求 

2.1  一般的要求 

一般的要求は，種類Ⅰ型は，移動用３次元レーダ装置の移動用軟質レドーム等の移動

及び展開に，種類Ⅱ型は，弾薬運搬装塡車の車両部として使用し，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ０００

０８の 2.1 によるほか，クレーン等安全規則，移動式クレーン構造規格及び自衛隊の使

用する自動車に関する訓令に適合しなければならない。 

なお，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく，環境物品等の調達

の推進に関する基本方針は，適用しない。 

2.2  材料・部品・加工方法 

材料，部品及び加工方法は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.2 による。 

2.3  構成 

構成は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.3 によるほか，クレーン装置を備える。 

2.4  構造・形状・寸法・質量 

2.4.1  構造 

構造は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.5.1 及び表５によるほか，次による。ただし，後軸懸

架装置は，シングルバネ式とする。 

 なお，細部は，承認図面による。  

a) 種類Ⅰ型の荷台乗車定数は，16名とする。 

b) 種類Ⅱ型  種類Ⅱ型は，次による。 

1) 荷台用ほろ，カーテン，ほろ骨及び乗員用の折り畳み椅子として兼用できる構造の

木製サイドラックは, 除く。 

2) 自動車番号標をシャシの前部及び後部に取り付けられる構造とする。 

3) 火薬類の運搬に関する内閣府令（以下“内閣府令”という。）の第１６条に規定された

標識を車体の前後及び側面に取付け取り外しができる構造を設ける。 

4) 内閣府令の第１６条に規定された赤色灯を車体の前後に取り付ける。 

5) 強化液消火器ＡＢＣ・８ Ｌ・蓄圧式・自動車用の取付金具を操縦室内の乗車降車の

妨げにならない場所に 1 EA 取り付ける。 

2.4.2  形状・寸法 

形状及び寸法は，種類Ⅰ型は図１を，種類Ⅱ型は図２を基準とし，細部は，承認図面に

よる。 

2.4.3  質量 

質量は，表２を基準とし，細部は，承認図面による。 

 

 

 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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表２－質量 

     単位  kg 

区   分 規定 

種類Ⅰ型 

空車状態の質量 9 540  

空車状態の配分質量 
前 5 040  

後 4 500  

標準積載状態の質量 13 200  

最大積載状態の質量 14 700  

種類Ⅱ型 

シャシ質量 9 450  

シャシの配分質量 
前 5 060  

後 4 390  

許容限度 14 610  

 

2.5  外観・機能・性能 

2.5.1  外観 

外観は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.6.1 による。 

2.5.2  機能・性能 

機能及び性能は，次による。 

なお，クレーン装置については，表３による。 

a) 種類Ⅰ型は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.6.2 による。ただし，最小旋回半径は，9.4 m

以下とし，最大安定傾斜角は，35°まで傾けた場合に転覆してはならない。 

b) 種類Ⅱ型は，表６の試験方法によって試験したとき，表４による。 

 

 

 

 

 

 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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表３－機能・性能（クレーン装置） 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

項目 規定 

最大旋回半径 7 500 mm（標準） 

最小旋回半径   620 mm（標準） 

最大つり上げ 

能力 

作業半径 2 700 mm 時 2 930 kg 以上 

4 000 ｍｍ時 1 880 ｋｇ以上 

ふ仰角度 1° ～ 78°（標準） 

旋回角度 360°連続全旋回 

ブーム  鋼製箱形断面 溶接組立 

 ３段伸縮式（油圧） 

 長さ  最大 7.7 m（標準） 

 最小 3.3 m（標準） 

油圧ポンプ 形式  歯車式 

吐出量 60 Ｌ／1 750 min-1 (エンジン回転数)（標準） 

常用圧力 20.6 Mpa（標準） 

油圧モータ 

(ｳｲﾝﾁ駆動用) 

形式  ピストン形 

トルク  60.9 N・m/20.6 Mpa 以上 

ﾌﾞｰﾑ伸縮ｼﾘﾝﾀﾞ及び 

ﾌﾞｰﾑ起伏ｼﾘﾝﾀﾞ 

形式  複動シリンダ形 

ワイヤーロープ ＪＩＳ Ｇ ３５２５のＩＷＲＣ６×ＷＳ（２６），Ｂ

種 Ｚより φ8 mm，51 m（標準）又は同等以上のも

のを含む。 

注記 許容公差については，製造会社の規定による。 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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表４－機能・性能（シャシ） 

 

項目 規定 

走

行

性

能 

  機関最大出力  ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.5.1 a) 2)による。 

  機関最大トルク  ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.5.1 a) 3)による。 

  制動力 主制動装置 制動力の総和をシャシ質量で除した値が 4.9  N/k

g 以上とし，左右の差は 0.78 N/kg 以下とする。 

なお，走行による計測の場合は，停止距離が３

７ｍ以下とする。 

駐車制動装置 制動力の総和をシャシ質量で除した値が 1.96 N/kg

以上とする。 

なお，走行による計測の場合は，停止していな

ければならない。 

 最小回転（旋回）半径  9.4 m以下とする。 

機能 異常があってはならない。 

 

2.6  塗装 

塗装は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.7 による。また，クレーン装置は，車体と同様とする。 

2.7  製品の表示 

製品の表示は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.4 による。ただし，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００

００８の 2.4.4 の必要の有無は，調達要領指定書により指定する。 

なお，細部は，承認図面による。 

3  監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領によるほか，次による。 

ただし，クレーン装置については，社内試験等の成績書等によることが可能である。 

a) 種類Ⅰ型は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の付表１による。 

b) 種類Ⅱ型は，表６による。 

4  出荷条件 

出荷条件は，商慣習による。 

5  その他の指示 

5.1  提出書類等 

 提出書類等は，次による。ただし，種類Ⅱ型については，d)を提出しない。 

a) 類別原資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.1 による。 

b) 特定化学物質等の資料は,Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.3 による。 

c) 取扱説明書等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.2 による。 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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d) 車両法適用除外指定申出書関連書類は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.3 による。 

e) 完成写真等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.5 による。 

f) 車両等主要諸元資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.6 による。 

5.2  自動車検査証・車歴簿 

 自動車検査証及び車歴簿は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.3 及び 5.5 による。ただし，

種類Ⅱ型については，附属しない。 

5.3  携行工具・附属品・予備部品 

携行工具，附属品及び予備部品は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 5.2 によるほか，Ⅱ型は，次

による。ただし，ウインチカバー及びⅡ型の荷台用安全バンドは，附属しない。 

a) 内閣府令の第１６条に規定された標識（昼夜間兼用）               4枚 

b) 内閣府令の第１５条に規定された赤色灯（内１ＥＡは，非常信号灯と兼用する。） 2 EA 

c) 強化液消火器 ＡＢＣ・８Ｌ・蓄圧式・自動車用（消防法規格の適合品，リサイクル

シール付）                                                             1 EA 

5.4  承認用図面・色見本 

承認用図面・色見本は，次による。 

a) 承認用図面 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，次の承認

用図面を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。 

1) 外形図 

2) 塗装配置図 

3) 航空自衛隊標識図 

4) 銘板図 

5) その他必要な図面 

b) 色見本  契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，車体外部の塗

料の色について，色見本を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。 

   なお，色見本の細部については，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.3.4 による。 

5.5  装備品等不具合報告（ＵＲ）対策 

装備品等不具合報告（ＵＲ）対策は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.4 による。 

5.6  技術変更提案（ＥＣＰ） 

技術変更提案（ＥＣＰ）は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.7 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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表５－構造 

項目 規定 

荷台  荷台の寸法（内のり）は，次のとおりとする。 

 長さ  3 600 mm 

 幅   2 290 mm 

 高さ   355 mm 

 許容公差については，製造会社の規定による。 

ク
レ
ー
ン 

定格荷重及び

概要 

 

 定格荷重 2.9 t 

 操縦席のスイッチにより動力取出装置を経て，油圧ポンプを駆

動してクレーンサイドの切替えレバーにより，巻上げ，巻下

げ，ブームの旋回，起伏及び伸縮させ得る構造で，安全装置及

びアウトリガを設け，操縦室と荷台の間に装着する。 

安全装置  “クレーン等安全規則”及び“移動式クレーン構造規格”に適

合しなければならない。 

巻き上げ装置  形式：油圧モータ駆動歯車減速式（メカニカルブレーキ付き） 

クレーン操作

装置 

 巻上げ，巻下げ，伸縮，旋回，起伏，左右アウトリガの各作動

及びエンジン回転数を，クレーン両側面に設けた集中操作盤か

ら操作できる構造とする。 

フック固定装

置 

 走行時，ブーム先端部にフックを固定する機構を有する。 

その他  １ 予備タイヤの取付けは，水平取付けとする。 

 ２ クレーン本体に作業灯を取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 
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表６－検査項目，試験方法及び判定基準 

検査項目 試験方法 判定基準 

定置 c) 寸法・質量 シャシ質量状態で，車両の全長，全幅，全高，

軸距，輪距（前後），操縦室の寸法並びに質量

について，計測器を使用して計測する。 

なお，表２の許容限度試験は実施しないほ

か，納入実績があり成績が良好の場合は，社内

検査成績書等により確認する。 

2.4.2 及び 2.

4.3 による。 

 

 

 

走行性能 

a)c) 

機関最大出力 原動機性能曲線図，走行性能曲線図 

等により確認する。 

2.5.2 による。 

機関最大トルク 

制動力 走行による試験の場合，主制動装置は，初速 6

0 km/h で停止距離を測定する。 

駐車制動装置は，シャシ質量状態で 18％勾配

（tan 値)の平坦な乾燥したコンクリート又は

同等の摩擦係数を持つ路面で停止できることを

確認する。 

なお，本試験を社内試験等でおこなっている

場合は，当該成績書等で確認する。 

最小回転(旋回)

半径 

シャシ質量状態で，かじ取りハンドルを右又は

左に最大に操作して，低速で回転(旋回)した場

合における最外側のわだちの中心点の軌跡の半

径を調べる。 

機能 a)b) シャシ質量状態で，10 km(基準)の走行を行

い，作動，漏れ，異音，過熱などを調べる。 

ただし,車両の構造上の理由により走行距離の

確保が困難な場合は,距離を適宣短縮してもよ

い。 

2.5.2 による。 

外観構造 b) 構造 目視による。 2.4.1 による。 

形状 2.4.2 による。 

外観 2.5.1 による。 

塗装 2.6 による。 

製品の表示 2.7 による。 

属品 c) 目視による。 5.3 による。 

品  名 トラック３ １／２ｔ６×６（２ｔクレーン付） 



10 

 

 

 

 

表６－検査項目，試験方法及び判定基準（続き） 

注 a) 

 

 

注 b) 

 

注 c) 

 車両の構造上等の理由により，本表に示す試験方法による試験を実施することが

適当ではない場合は，ＤＳＰ Ｄ ０００３の 2.6.2 の性能・機能に基づき直近に製

造し，官側の完成検査に合格している車両の当該検査資料に代える。 

 ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１によりおこない，検査水準は通常検査水準Ⅱ，主抜取表

はなみ検査の一回抜取方式，合格品質水準（ＡＱＬ）は，２．５とする。 

 ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１に準じておこない，抜取はロットの大きさ（Ｎ）に関係

なく，資料の大きさ（ｎ）を１，合格判定個数（Ａｃ）を０，不合格判定個数を（Ｒ

ｅ）を１とする。 
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単位 mm 

 

図１－Ⅰ型の形状及び寸法



12. 

 

 

 

単位 mm 

 

 

図２－Ⅱ型の形状及び寸法 


